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検査内容変更のお知らせ 
 

 

 拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

 この度、下記の検査項目につきまして、外注委託先より検査内容変更の連絡がございましたので 

 ご案内申し上げます。 

 先生方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒宜しくお願い申し上げます。 

                                                                   敬具 

 

（ 記 ） 
 

 

【項目名】： 胃がんリスク層別化検査ＡＢＣ分類 
    

【変更日】： 平成２９年４月１日（土）受付分より 
 

【変更内容】：  
 

コード 検査項目名 変更箇所 （新） （現行） 

２２５９ 
胃がんリスク層別化 

検査ＡＢＣ分類 

項目名称 
胃がんリスク層別化検査 

ＡＢＣ分類 
胃の健康度ＡＢＣ分類 

検査方法 
Ｈ．ピロリ抗 体 ： ＥＩＡ法 

ペプシノゲン ： ラテックス凝集法 
同左 

陽性判定 

基準 

Ｈ．ピロリ抗 体 ： 

（＋）３．０ Ｕ/ｍＬ以上 

ペプシノゲン ： 

（＋）ＰＧⅠ値が７０．０ｎｇ/ｍＬ以下 

かつ 

ＰＧⅠ/Ⅱ比が３．０以下 

ＡＢＣ Ｈ．ピロリ抗体 ： 

（＋）１０．０ Ｕ/ｍＬ以上 

ＡＢＣ ペプシノゲン  ： 

（＋）ＰＧⅠ値が７０．０ｎｇ/ｍＬ以下 

かつ 

ＰＧⅠ/Ⅱ比が３．０以下 

 

【変更理由】：  

本検査は、２０１４年１２月および２０１５年６月に発信された日本ヘリコバクター学会の注意喚起（※１） 

を受けて検討された、胃がんリスク層別化検査運用研究会監修「運用の手引き」（※２）の掲載内容に 

基づくものです。 

ＡＢＣ分類におけるＨ．ピロリ抗体検査の判定基準を１０．０ Ｕ/ｍＬから３．０ Ｕ/ｍＬといたします。 

 

（※１）２０１５年６月３０日の日本ヘリコバクター学会の注意喚起では、「Ｈ．ピロリ抗体が陰性であって 

    も低値でない場合、胃がんリスクがない（Ａ群）と判定しないでください。」とされています。 

 

（※２）新しいＡＢＣ分類胃がんリスク層別化検査（ＡＢＣ分類）２０１６年度改定版 運用の手引き 

   監修 ： 胃がんリスク層別化検査運用研究会 

   発行 ： 認定ＮＰＯ法人 日本胃がん予知・診断・治療研究機構 

 

【参考ＵＲＬ】 http://www.gastro-health-now.org 
 

※ 裏面に続きます。 



 

● 依頼上の注意点について 

・ 除菌歴のある方は、項目コード２２５９（胃がんリスク層別化検査ＡＢＣ分類）と項目コード５３１０（Ｈピロ 

  リ除菌歴有）の２つの依頼コードを同時にご依頼ください。測定結果とともに判定Ｅを報告いたします。 

  ・ Ｅ判定対応項目コード５３１０（Ｈピロリ除菌歴有）のみではご依頼できません。 

 

● ＡＢＣ分類チャートについて 

・ ２０１７年４月１日受付分より、検査名称を「胃がんリスク層別化検査ＡＢＣ分類」とし、Ｈ．ピロリ抗体と 

  ペプシノゲンの検査試薬名及び検査方法を併記して報告させていただきます。 

・ 各群のコメントを改訂いたします。 

 

● 新検査チャート（見本） 

 


